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酒津地区堤防強化・笠井堰改築事業について
（酒津地区の現況、酒津取水樋門の概要) 
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・高梁川及び成羽川の上流では中世以降、
たたら製鉄が盛んになり、砂鉄の採取の
ために鉄穴(かんな)流しが行われた。
・そのため、大量の土砂が下流に流れ、点
在していた小島の周辺に干潟が発達した。
・また、江戸時代以降の干潟の干拓や埋め
立てによってゼロメートル地帯が増加した。

高梁川流域の概要

流域面積（集水面積） ：2,670 km2

幹川流路延長 ： 111 km
流域内人口 ：約26 万人
想定氾濫区域面積 ：約274 km2

想定氾濫区域内人口 ：約49 万人
想定氾濫区域内資産額 ：約10.3兆円
主な市町村 ：倉敷市、総社市、高梁市 等

・土地利用は、山地等が約92％、水田や畑地等が約
7％、市街地が約1％となっている。
・下流部の倉敷市は、高度経済成長期に大型コンビ
ナートが水島地区に形成され、重化学工業を中心に
発展を遂げ、平成29年の製造品出荷額でも全国第
6位になる等、重要な生産拠点である。

・流域全体の
年間降水量
は1,500mm
程度（全国
平均の９割）
である。

 高梁川は鳥取県境付近の花見山（標高1,188m）に発し、途中、成羽川、小田川の大支川を合流し、瀬戸内海に注ぐ、流域面積

2,670km2、幹川流路延長111kmの一級河川である。

 下流部では、倉敷市街地・水島コンビナートなど、資産の集積する岡山平野の西端を貫流している。

 高梁川の下流部は、干拓等によって形成された低平地が広がっており、沿川の多くの区間で堤内地よりも高い堤防が整備されている。

出典：高梁川水系河川整備計画【大臣管理区間】(変更）（R4.3）
※H23～R2年平均値

出典：高梁川水系河川整備計画【大臣管理区間】(変更）（R4.3）

朔望平均満潮位

10

10km

5

0
0M.S.L

-5

H.W.L
4.2m

高
梁
川

鶴
新
田

玉
島
乙
島

福
田
町

福
田
町
古
新
田

旧
河
道

(

東
高
梁
川)

1.88m

既往最高潮位 T.P.+3.22ｍ
(平成16年8月30日 16号台風)

A’A

台風16号）

A”A A’

H.W.L.
H.W.L.

4.2m

1.88m
既往最高潮位
T.P.+3.22m
（H16.8.30 T16）

朔望平均
満潮位

A A’’ A’

：ゼロメートル地帯
朔望平均満潮位

（旭川・吉井川T.P.1.32m
高梁川T.P.1.88m）以下の地域

出典：高梁川水系河川整備計画【大臣管理区間】(変更）
（R4.3）

:1,000mm未満
:1,000mm ~1,200mm未満
:1,200mm ~1,400mm未満
:1,400mm ~1,600mm未満
:1,600mm ~1,800mm未満
:1,800mm ~2000mm未満
:2000mm以上

凡例

◆流域及び氾濫区域の諸元

◆流域図

◆土地利用と産業

◆降雨特性

◆地形特性

出典：高梁川水系河川整備計画【大臣管理区間】(変更）（R4.3）

酒津地先の堤防

比高
約11m

高梁川
左岸堤防川裏

高梁川

花見山(1,188m)
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酒津地区の概要（第一期改修と小田川合流点付替え）

 高梁川では明治26年の水害を契機として内務省により直轄工事（大正１４年完成）が行われ、西派川と東派川に分かれていた流れを西

派川の一本に統合し、酒津から水江の間を新川開削するとともに東派川を廃川にした。酒津地区は東派川の跡地に位置している。

 この改修により小田川の合流点を締切り、西派川の一部は柳井原貯水池となったが、平成26年に事業化された小田川合流点付替え事

業により、令和5年度末には酒津地区下流の水江地区に合流点を付け替えられた。

◆高梁川第一期改修の概要 ◆小田川合流点付替え事業の概要

高梁川

小田川

新合流点

旧合流点

笠井堰

酒
津
地
区

出典 高梁川水系河川整備計画【大臣管理区間】（変更）R4.3

国土地理院地図に加筆

付
替
え
区
間

締切

第一期改修着手前（M40） 第一期改修完成後（T14）
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酒津地区の概要（第一期改修に伴う用水統合）

 高梁川第一期改修の高梁川改修附帯工事において、東西用水組合の工事の記載がある。

 改修前において、旧清音村大字古地の下流では酒津用水をはじめとする12組合を統一することが計画された。

 「此の一大変革の機会に従来の東西用水両派分流点なる古地より下流全部の水利組合を合同統一する計画を立てたり」、「酒津地先

新川敷内に妙見山を挟みて高梁川を横断する堰堤を築造しその左岸堤内に配水池を設けて」と記載されており、第一期改修の河川改

修工事の機会に複数の既存用水を合同統一する計画とし、笠井堰と酒津取水樋門の設置により取水を行うものとした。
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◆高梁川第一期改修に伴う用水統廃合の記録

出典 土木学会付属図書館デジタルアーカイブス 内務省関連書籍



 酒津地区の高梁川は妙見山を挟み流れが分流し、分流部にそれぞれ固定堰である笠井堰（左岸堰、右岸堰）が設置され、左岸堰から

酒津取水樋門を通じて配水池に分水されている。

 これらの施設は第一期改修の治水工事の附帯工事として大正１４年に設置されたものである。

 河道の平面形状は湾曲して、左岸が外岸側となり、その背後に倉敷市街地が広がっている。

酒津地区の現況
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高梁川

笠井堰
（右岸堰）

笠井堰
（左岸堰）

妙見山

倉敷市街地

山陽自動車道

酒津取水樋門
高梁川東西用水
組合事務所

◆酒津地区の概況（現況）
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酒津地区の現況（河道の状況）

 酒津地区の堤防は、湾曲する外岸側で、河道の最深河床高は左岸側の堤防に近接している。

 酒津地区の堤防は、第一期改修で廃川となった東高梁川の締め切り箇所であり、流速が比較的大きく、左岸部の低水路において経年的

に侵食を受けている。

笠井堰

第一期改修で廃川の
東高梁川跡

酒津地区周辺は旧河道

倉敷市街地

酒津地区周辺の治水地形分類図
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◆酒津地区の河道の状況
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高梁川

旧河道は自然状態の河川の
流れを示唆している。

かつての流れ
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酒津地区の現況（河川改修の必要性）

 高梁川は、低平な平野部に高い堤防が築かれていることから、酒津地区周辺の堤防が決壊した場合、下流平野に大量の氾濫水が流れ

込み、倉敷市の市街地に被害が生じる。

笠井堰
（右岸堰）

倉敷市街地

笠井堰
（左岸堰）

高梁川

妙見山

R3.8出水時の酒津地区周辺の状況

高梁川左岸の堤防

比高
約11m

高梁川
左岸堤防川裏

高梁川

◆酒津地区周辺の堤防の状況

想定最大規模（L2）

計画規模（L1）

高梁川

倉敷市

高梁川

倉敷市

高梁川水系高梁川・小田川洪水浸水想定区域図

◆高梁川が決壊した場合の浸水想定
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平成30年7月豪雨水位
（計算による想定水位）



 高梁川においては、令和５年度に完成した小田川合流点付替え後、酒津地区が最重要箇所となっている。

 治水安全度を向上するための河川改修として、浸透対策、河道掘削、高水敷整備(侵食対策)及びこれに伴う堰改築を行う。

酒津地区堤防強化・笠井堰改築事業における河川改修イメージ

◆酒津地区堤防強化・笠井堰改築事業における河川改修の整備内容(※今後の詳細な調査・設計等により、変更となる場合がある。)
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笠井堰
（左岸堰）改築

妙見山
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山陽自動車道
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浸透対策
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埋蔵文化財発掘調査
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令和６年度実施

令和７年度以降
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酒津取水樋門

 酒津取水樋門は高梁川の旧東高梁川締切の位置に大正９～１１(1920～1921)年に建設されており、建設後100年以上が経過している。

 酒津取水樋門は国の重要文化財に指定されており、改修等の現状変更に際しては文化庁長官へ協議し、許可(同意)を得る必要がある。

 酒津取水樋門は一般的な樋門と異なり、７連の函体を有する扁平な形状であるため、堤防の縦断延長15m以上となっている。

酒津取水樋門の概要

酒津取水樋門（川表側）

◆酒津取水樋門の概要

高梁川

酒津取水樋門（川裏側）

◆横断図

◆酒津地区の近傍写真
◆縦断図

項　目 概　要 備　考

施 設 名 称 酒津取水樋門（10.8k+45.6m）

敷 高 T.P.+5.00m 図面読み取り

取 水 口 の 位 置 岡山県倉敷市酒津2826番地先（高梁川左岸）

工 事 着 手 日 大正9年8月(1920.8)

完 成 日 大正11年6月(1922.6)竣工 刻印

改 良

大正12(1923)年：木製門扉

昭和40(1965)年：油圧式スライドゲート
平成2年 (1990)：電動油圧鋼製スライドゲート（6門）、遠隔操作化

計 画 取 水 位
しろかき期　　：T.P.+6.60m（6/10～7/5）
普通かんがい期：T.P.+6.50m（7/6～9/30）
非かんがい期　：T.P.+6.30m（10/1～6/9）

取 水 量

しろかき期　　：14.170m
3
/s（6/10～7/5）

普通かんがい期：9.226m3/s（7/6～9/30）

非かんがい期　：2.410m3/s（10/1～6/9）

令和2年3月
(2020.3)

許可更新

構 造 形 式

基礎形式：杭基礎（木杭、φ136～152、L=3～4m）
門数：7門（B=1.364m×H=1.818m）
構造形式：現場打ちコンクリート製、表面石張り
樋管延長：L=55.146m

1門は常時閉塞

文 化 財 登 録 等

平成15年11月(2003.11)：土木遺産

平成17年3月 (2005.3) ：岡山県の近代化遺産
平成18年2月 (2006.2) ：疏水100選
平成28年7月 (2016.7) ：国指定重要文化財
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酒津取水樋門の取水と用配水系統
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 笠井堰からの取水量は期別に異なっており、笠井堰左岸の土砂吐兼制水ゲートにより堰湛水位を変えることで取水量を制御している。

 笠井堰から取水した水は、酒津取水樋門、酒津配水池を介して北配水樋門（八ヶ郷用水）、南配水樋門（西岸用水、西部用水、南部

用水、倉敷用水、備前用水）の各用水系統に配水され、各用水路で超音波式水位計による計測により流量を把握・調整しつつ、最大

取水量以下となるよう取水している。

11.0k

高梁川

土砂吐兼
制水ゲート

酒津取水樋門

北配水樋門

南配水樋門

酒津配水池
笠井堰

取水経路

国土地理院地図より引用

笠井堰管理規定
（高梁川東西用水組合より提供）

｢水利ロマン｣高梁川東西用水組合パンフレット
（高梁川東西用水組合より提供）

◆笠井堰用水系統図◆取水量と取水位

◆取水施設の配置

酒津取水口

西之浦取水口



酒津地区における重要文化財の指定状況
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 酒津取水樋門は、東西高梁川の一川統合が行われた第一期改修（明治40(1907)年～大正14(1925)年） に内務省直轄工事として建

設されており、構造は７連の函渠、鉄筋コンクリート造、表面は石張りとなっている。

 建設当時の施設を現在も使用しており、大正期の近代農業用水施設で最大規模、鉄筋コンクリート造樋門の現存例としても貴重のため、

国指定重要文化財などの各種文化財へ指定がなされた。

 堤内側は酒津公園として桜並木や遊歩道が整備されており、四季を通じて市民の憩いの場となっている。

 歴史的価値の高い施設であり、観光や地域の名所として配慮した対応を行う必要がある。

◆文化財指定履歴 ◆重要文化財 指定内容

名称 高梁川東西用水取配水施設　酒津取水樋門

種別 近代／産業・交通・土木 

年代 大正9（1920）

構造及び形式等 鉄筋コンクリート造樋門、延長22.1m

指定番号 02650

指定年月日 平成28.07.25(2016.07.25) 

重文指定基準  (三）歴史的価値の高いもの 

解説文

【解説文（詳細）より関連部分を抜粋】高梁川東西用水
取配水施設は、高梁川の下流に位置する農業用水施設で
ある。この施設は、高梁川に点在していた旧来の取水施
設を統合して、旧東高梁川の河川敷に築かれたもので、
高梁川に面する酒津取水樋門から配水池内に引き入れた
水を、配水池の南北に位置する配水樋門から、倉敷市内
の複数の用水路へ配水している。工事は、高梁川の治水
を目的として明治四〇(1907)年から内務省直轄事業とし
て行われた高梁川改修工事の付帯工事として実施され、
樋門は内務省大阪土木出張所の計画・設計に基づき大正
一三年に竣工、事務所は岡山県の設計により大正一五年
に竣工した。建設後、門扉の改修、配水樋門天端の通路
部分の改修等が行われているが、全体として旧態を良好
に保持している。
　酒津取水樋門は、高梁川左岸に築かれた、正面二二・
一メートル、背面一七・四メートル、通水部延長五三・
〇メートルの規模を有する鉄筋コンクリート造樋門であ
る。通水部は門形で七連からなり、躯体の表面全体に花
崗岩切石を精緻に積み上げる。川側には、コンクリート
造の溺堤を設け、樋門内への砂礫の進入を防ぐ。

名称 指定年月 指定施設 指定理由など

土木遺産
H15.11
(2003.11)

酒津取水樋門
大正13(1924)年に完成し、取水樋門・南配水樋
門・北配水樋門からなり、現存し今も活用されて
いる水門としては国内最大級のもの

岡山県の
近代遺産

H17.3
(2005.3)

酒津取水樋門、
南北配水樋門

建設以後の河川改修事業へ多大な影響を与えたこ
と、土木学会の遺産に認定されていることも踏ま
え、近代土木遺産としての価値が極めて高い

疏水100選
H18.2
(2006.2)

東西用水
平成18(2006)年に農林水産省が選定した、日本の
農業を支えてきた代表的な用水。

近代化
産業遺産群

H21.2
(2009.2)

東西用水

通産省により認定、高梁川において、明治
44(1911)～大正14(1925）年の内務省直轄工事によ
り笠井堰、配水池、取水樋門、南北の配水樋門な
どの諸施設が整備された。実用性はもとより見た
目にも質の高い土木構造物を造り上げた先人達の
労苦とその克服の過程を物語るものでもある灌漑
施設は、地域の人々に親しまれるシンボルとなっ
ている。

国指定
重要文化財
（建造物）

H28.7
(2016.7)

酒津取水樋門、
南北配水樋門
事務所、竣工碑、
ため池用悪水路、
公園など

近代農業用水施設のうち，大正期における最大規
模のものとして重要である。また大正期に全国的
に導入が進められた鉄筋コンクリート造樋門の現
存例としても貴重で，農業土木技術史上，価値が
高い。

◆利用状況

。

。
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「文化庁提供資料①」では
階段は指定されている。

「文化庁提供資料①」において函渠部は
破線であるが、「文化庁提供資料②」の
図面では塗りつぶしとなっている。

「文化庁提供資料①」では
胸壁は指定されている。

「文化庁提供資料②」の図面
では塗りつぶしとなっている。

石積は「文化庁提供資料②」
の図面で指定されている。

 文化庁より提供された重要文化財の範囲を示した資料に基づいて、水利権申請資料附図（平面図）に酒津取水樋門で重要文化財として

指定されている範囲を赤線で示した。

◆文化庁提供資料① ◆文化庁提供資料②

◆重要文化財の指定範囲

「水利ロマン」高梁川東西用水組合ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
（高梁川東西用水組合より提供）

◆酒津取水樋門の重要文化財指定範囲（国土交通省赤線加筆）

凡例
：重要文化財に指定されている
構造物の範囲


